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人口 252，083人

世帯 87，289世帯

(平成6年 3月 1日現在)

303億 8.000万円

109億 0.730万円

2億 4.870万円

139億 1.940万円

15億 2.287万円

1億 6.900万円

6.200万円

3.060万円

8億 5.209万円

107億 5.300万円

688億 4.496万円

競輪事業会計

国 民健康保険事業会計

都市改造事業会計

別 |下水道事業会計

都市施設用地取得都諜会計

食 肉 センター会号j-

交通災害共済事業会計

水産物地方卸売市場事業会計

総合公園用地取得事業会計

老人保健医療事業会計

言十

病 院事業会計

一 般会 計

雷十
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二
十
一
世
紀
へ
の
指
針
で
あ
る
新
平
塚
市
総
合
計
画
「
H
O
T
プ
ラ
ン
幻
」
は
、
七
年
目
を
迎

え
、
後
半
へ
の
折
り
返
し
点
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、
第
三
次
実
施
計
画
の
初
年
度
で
も
あ
り
、

第
一
次
、
第
二
次
で
進
め
て
き
た
「
基
礎
づ
く
り
」
「
舞
台
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
進
め
る
と
同
時

に
、
各
事
業
の
具
体
的
な
展
開
を
図
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

'一
般
会
計
の

当
初
予
算
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の
七
百
十
一
億
六
千
万
円
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

予

七

合計

第
三
次
実
施
計
画
の
ス
タ
ー

ト
の
年
で
す
。
主
な
虫
点
施
策

を
紹
介
し
ま
す
。

【平
塚
市
文
化
基
金】

国
内
外
の
優
れ
た
舞
台
芸
術

の
鑑
賞
機
会
の
充
実
、
市
民
参

加
型
の
芸
術
文
化
事
業
の
展
開

な
ど
、
市
民
文
化
の
振
興
を
図

る
た
め
の
長
期
的
、
安
定
的
な

財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
、
文

化
基
金
を
設
置
し
ま
す
。

{仮
称
南
部
福
祉
会
館
}

急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
社

会
に
向
廿
て
、
高
齢
者
、
障
害

者
の
各
種
相
談
を
は
じ
め
、
機

能
回
復
訓
練
用
の
温
水
プ
1
ル

等
を
備
え
た
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
南
部

福
祉
会
館
を
整
備
し
ま
す
。
ま

た
、
併
せ
て
、
地
区
図
冊
目
館
、

地
区
体
育
館
を
併
設
し
た
複
合

施
設
を
二
か
年
継
続
事
業
で
行

い
ま
す
。

{遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
第
二
期
整
備
事
業
}

昭
和
五
十
八
年
に
完
成
し
た

第
一
期
埋
め
立
て
処
分
場
は
、

平
成
八
年
度
で
限
界
に
達
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
第
二
期
埋
め

立
て
施
設
の
整
備
を
三
か
年
継

続
事
業
で
着
手
し
ま
す
。
こ
の

施
設
で
の
埋
め
立
て
期
間
は
、

平
成
二
十
三
年
ま
で
の
十
五
年

間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

-・・・・圃・・

億
穴
千
万
円

【
仮
称
日
向
岡
ト
ン
ネ
ル
}

西
部
丘
陵
と
市
街
地
区
を
結

ぶ
都
市
計
画
道
路
八
幡
神
社
土

屋
線
は
、
本
市
の
骨
格
的
な
機

能
を
有
す
る
幹
線
道
路
と
し

て
、
整
備
に
努
め
て
き
ま
し
た

が
、
い
よ
い
よ
仮
称
日
向
岡
ト

ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
膨
大
な
費
用

が
か
か
る
た
め
、
第
一
期
事
業

を
四
か
年
継
続
で
行
い
ま
す
。

生
活
と
福
祉

健
康
と
生
き
が
い
は
、
す
べ

て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
こ
の

た
め
、
救
急
医
療
体
制
の
強
化

を
し
よ
う
と
、
高
額
医
療
機
器

の
導
入
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
健
康
づ
く
り

は
、
横
内
小
学
校
の
夜
間
照
明

と
南
部
地
区
体
育
館
の
整
備
を

行
い
ま
す
。

地
域
福
祉
で
は
、
仮
称
南
部

福
祉
会
館
と
仮
称
万
四
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

障
害
福
祉
で
は
、
障
害
者
の
自

立
を
支
援
す
る
ケ
ア
付
き
住
宅

の
助
成
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
は
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
カ
l
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど

施
設
の
整
備
、
消
防
体
制
は
第

十
分
団
庁
舎
の
建
設
準
備
を
し

ま
す
。

三
か
年
継
続
事
業
で
進

め
て
き
た
火
葬
場
は
、
平
成
六

年
六
月
の
完
成
に
あ
わ
せ
、
一

部
民
聞
に
業
務
委
託
し
て
、
運

営
を
図
り
ま
す
。

産
業
と
経
済

商
業
振
興
で
は
、
宝
町
商
庖

街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
1
ル
事
業

に
着
手
し
ま
す
。
工
業
振
興
で

は
、
市
内
中
小
企
業
の
住
工
混

在
の
解
消
と
体
質
改
善
を
図
り

ま
す
。
仮
称
東
豊
田
工
業
団
地

は
、
県
企
業
庁
と
協
調
し
な
が

ら
進
め
ま
す
。

都
市
型
農
業
は
、
農
村
総
合

整
備
モ
デ
ル
事
業
及
び
農
業
環

境
総
合
整
備
事
業
を
進
め
な
が

ら
、
土
地
基
盤
の
改
良
や
施
設

の
助
成
を
し
ま
す
。
漁
業
振
興

は
引
き
続
き
新
港
の
整
備
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
の

人
材
確
保
と
健
全
な
発
展
に
役

立
て
る
た
め
、
事
業
主
、
従
業

員
が
共
済
会
を
組
織
し
、
楽
し

く
安
心
し
て
働
く
と
と
の
で
き

る
職
場
を
目
的
に
平
塚
市
勤
労

者
共
済
会
を
発
足
さ
せ
ま
す
。

教
育
と
文
化

教
育
施
設
は
、
老
朽
化
し
た

金
目
小
学
校
の
改
修
を
行
-つ
ほ

か
、
相
模
小
学
校
の
プ
l
ル
改

修
事
撲
に
拍
手
し
ま
す
。
幼
児

教
育
は
、
金
目
幼
稚
園
で
二
年

保
育
の
賦
行
を
始
め
ま
す
。
ま

た
、
生
涯
学
習
の
整
備
と
し
て

南
部
図
魯
館
の
拍
手
と
、
背
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
に
仮
称

大
野
子
ど
も
の
家
の
整
備
を
し

ま
す
。

文
化
活
動
で
は
、
国
内
外
の

優
れ
た
英
術
作
品
を
鑑
賞
で
き

る
よ
う
美
術
館
で
六
回
企
画
展

を
開
催
し
ま
す
。

市
民
参
加
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

や
文
化
の
国
際
交
流
を
進
め
る

た
め
、
平
塚
市
国
際
交
流
協
会

を
設
立
し
ま
す
。

都
市
づ
く
り

市
街
地
の
形
成
で
は
、
湘
南

ラ
イ
ナ
ー
ホ
1
ム
の
新
設
に
必

要
な
駅
周
辺
の
整
備
計
画
を
行

い
ま
す
。
道
路
整
備
で
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
や
八
幡
神
社

土
屋
線
、
平
塚
山
下
線
な
ど
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

居
住
環
境
で
は
、
老
朽
化
し

た
出
縄
中
谷
戸
住
宅
の
建
て
替

え
を
行
い
ま
す
。
公
園
緑
地
で

は
、
湘
南
平
の
展
望
レ
ス
ト
ラ

ン
の
完
成
と
仮
称
瓦
土
大
塚
山

公
園
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

下
水
道
は
、
北
金
目
長
持
幹

線
を
進
め
る
と
と
も
に
、
岡
崎

及
び
寺
田
縄
幹
線
の
整
備
を
図

り
ま
す
。
恵
ま
れ
た
自
然
の
保

全
活
用
で
は
、
湘
南
な
ぎ
さ
プ

ラ
ン
の
一
つ
平
塚
海
岸
を
、
安

全
で
快
適
な
ピ
ー
チ
ラ
イ
フ
と

し
て
、
仮
称
湘
南
ひ
ら
つ
か
ピ

ー
チ
セ
ン
タ
ー
を
二
か
年
継
続

事
業
で
整
備
し
ま
す
。

計
画
の
推
進

平
成
十
年
に
開
催
さ
れ
る
第

五
十
三
回
国
民
体
育
大
会
は
、

野
球
、
卓
球
、
自
転
車
、
テ
ニ

ス
の
四
種
目
が
平
塚
市
で
行
わ

れ
る
た
め
、
そ
の
準
備
を
進
め

ま
す
。財

政
運
営
で
は
、
市
税
を
中

心
と
す
る
向
主
財
源
の
確
保
に

努
め
ま
す
。
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、
さなみのムチ土真たつ飾を勝優刀

令

T

さ
で
、
今
ま
で
以
上
に
気

持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
戦

え
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
初
心
を
忘
れ
ず
こ

つ
こ
つ
と
頑
張
っ
て
行
き

た
い
」
と
控
え
め
な
言
葉

で
し
た
が
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
対
す
る
執
念
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

練
習
が
始
ま
る
と
、
さ

す
が
ボ
1
ル
を
見
つ
め
る

眼
は
鋭
い
で
す
。
し
か

し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を

感
じ
る
の
は

「勝
つ
こ
と

が
目
的
で
は
な
く
チ
1
ム

の
和
を
大
切
に
楽
し
く
プ

レ
ー
す
る
こ
と
」
と
い
う

本
多
国
人
監
督
の
言
葉
で

う
な
づ
貯
ま
す
。
一
人
一

人
が
心
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
を
愛
し
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
日
常
生
活
も
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
い
る

の
で
、
練
習
は
ほ
と
ん
ど

休
ま
な
い
と
い
う
熱
心
さ

で
す
。

現
在
会
員
は
十
一
人
。

平
均
年
齢
は
三
十
七
歳

(
四
十
五
歳
3
三
十
一

歳
)
。
練
習
は
毎
週
水
曜
日

が
午
後
七
時
5
九
時
、
土

曜
日
が
一
時
半

i
四
時

半
。
今
、
会
員
を
募
集
中

(
真
土
小
学
校
区
内
の
方

の
み
)
。
今
後
の
活
躍
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

4
句』司

塚
地
区
代
表
の

「其
土
』

4
司
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。
其

一
土
に
と
っ
て
こ
の
大
会
は

一
七
回
目
の
挑
戦
、
し
か
も

一
強
敵
と
い
わ
れ
た
藤
沢
市

一
の
嶺
ク
ラ
ブ
と
羽
鳥
を
連

一
破
し
て
の
勝
利
と
あ
っ

一
て
、
優
勝
旗
を
手
に
し
た

一
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で

一

し
た
。
さ
っ
そ
く
真
土
小

一
学
校
体
育
館
で
の
練
習
を

一

訪
ね
ま
し
た
。

一

今
回
優
勝
へ
導
い
た
要

一

因
は
、
と
の
聞
い
に
貝
瀬

一

英
和
子
主
将
は
「
過
去
六

一
年
間
連
続
地
区
優
勝
し
て

一

き
た
が
、
昨
年
地
区
予
選

一

で
負
け
て
し
ま
っ
た
無
念

一

さ
と
、
二
か
月
間
の
体
力

一

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
や
り
直

一

し
で
、
ポ
l
ル
を
持
た
せ

.
lて
も
ら
え
な
か
っ
た
苦
し

4
 

.
 

• • • 



(2) 平成6年 4月寸 5日広報ひらつか

一二
月
定
例
市
議
会
が
二
月
二

十
八
日
か
ら
三
月
二
十
五
日
ま

で
の
日
程
で
聞
か
れ
、
平
成
六

年
度
予
算
な
ど
、
三
十
六
競
案

が
・審
議
さ
れ
、
原
築
ど
お
り
可

決
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
次
の

と
お
り
。

[
工
事
請
負
契
約
の
締
結
】

マ
北
金
目
長
持
幹
線
築
造
工
事

第 525号

そ
の
1
・・
・
五
億
七
千
六
百
八
十

万
円

竹
中
土
木
横
浜
支
庖

マ
寺
田
縄
幹
線
築
造
工
事
そ
の

1

二
億
五
千
六
百
四
十
七
万

新
日
本
土
木
横
浜
営
業
支

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に

基
づ
い
て
、
議
会
の
議
員
及
び

長
の
選
挙
に
お
り
る
選
挙
運
動

用
自
動
車
の
使
用
と
ポ
ス
タ
ー

作
成
費
用
に
つ
い
て
、
公
費
負

担
と
な
る
た
め
、
新
し
く
条
例

を
制
定
し
た
。

[
平
塚
市
文
化
振
興
基
金
条
例
】

市
民
文
化
事
撲
を
活
発
に
展

円庖
【
平
塚
市
の
議
会
の
議
員
及
び

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動

の
公
由
貿
負
担
に
関
す
る
条
例
】

0.8% 

10.9% 

17.3% 

11.5% 

0.8% 

3.2% 

2.1% 

23.8% 

3.6% 

13.2% 

7.5% 

5.1% 

0.2% 

林

部

総

民

衛

労

出

商

土

消

教

公

諸

予

1{l怠8，725万円

12億 1，270万円

3億 8，414万円

2億 4，194万円

1偲 0，782万円

7億 4，353万円

4偲 7，000万円

1億 4，730万円

6億 0，800万円

1億 0，000万円

2億 0，495万円

1億 5，282万円

2億 0，060万円

1億 8，825万円

I億 0，500万円

1偲 9，044万円

2億0，472万円 闘
す
る
た
め
の
基
金
を
積
み
立

て
る
た
め
、
新
し
く
条
例
を
制

定
し
た
。

【平
塚
市
葬
祭
施
設
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
}

現
在
、
整
備
中
の
火
葬
場
の

名
称
を
「
平
塚
市
聖
苑
」
と
し
、

施
設
使
用
料
も
改
定
し
た
。

{
不
動
産
の
取
得
}

マ
平
塚
競
技
場
施
設
二
十
五

治
参

9tiJ:1，300万円

3億 4，656万円

7億 9，886万円

4億 8，445万円

72億 4，275万円

4偲 2，677万 円

億
九
千
四
百
八
十
九
万

一
千
円

財
団
法
人
平
塚
市
開
発
公
社

竹
億
円
の
補
正

平
成
五
年
度
の

一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
十
億
八
千
百
二
十

六
万
円
で
、
既
定
予
算
と
合
わ

せ
る
と
予
算
規
模
は
七
百
七
十

二
億
九
千
七
百
九
十
一
万
円
と

な
っ
た
。

主
な
内
容
は
、
病
院
事
業
会

計
へ
の
巡
営
貨
補
助
金
、
八
幡

神
社
土
屋
線
、
荻
原
八
幡
線
な

ど
の
街
路
事
業
費
の
ほ
か
、
平

塚
競
技
場
改
修
に
伴
う
初
度
調

弁
費
(
競
技
場
で
必
要
な
備
品

等
)
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

蔵
mw
の
貸
し
借
り
な
ど
の
交

流
事
業
を
進
め
て
い
る
平
塚
市

中
央
図
暫
館
と
、
東
海
大
学
付

属
図
魯
館
が
三
月
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
で
結
ば
れ
、
今
ま
で
電

話
な
ど
で
個
々
に
照
会
し
な
け

消
防
署
旭
出
張
所
が
三
月
二

十
九
日
落
成
し
、
業
務
を
始
め

て
い
る
。

こ
の
施
設
は
、
近
年
、
特
に

人
口
の
増
加
が
著
し
い
旭
地
区

や
、
開
発
が
計
画
さ
れ
て
い
る

湘
南
丘
陵
地
区
な
ど
、
金
目
川

よ
り
南
西
地
域
を
管
轄
す
る
た

め
の
消
防
出
張
所
と
し
て
計
画

保険年金課からのお知らせ

命保険料の改定

国民年金の保険料は平成 6年 4月分から月

額 11，100円になる。これは支給される年金額

(秒1卜老齢基礎年金は 6年 10月から月額

61，442円が65，000円に)の水準を保つために

改定されるもの、 なお、付加保険料は400円
で変わらない。

命保険料の前納制度

保険料の納め忘れをなくし、納付の手 間も

省廿る前納制度がある。ご利用を。 6年 4月

分から 7年 3月分までの 1年分をまとめて 4

月28円(木) までに納めると次のように制り

引かれる。

・毎月納付の場合 定額保険料

付加保険料

定額保険料

付加保険料

命保険料の免除制度

病 気、失業、倒産、営業不振などで保険料

を納めるのが困難な方は、保険料が免除(1 

年間)されるこ とがある。ご相談を。

会平成 5年度分の保険料

5年 4月分から 6年 3月分までの保険料

は、 4月28日を過ぎるとお手元の納付作では

納められなくなる。ご注意を。

会問い合わせ先

保険年金課年金係(内線251)

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、

即
座
に
蔵
曹
の
検
索
、
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
大
学
付
属
図
書
館
の
蔵
告

は
専
門
・
学
術
図
控
を
中
心
に

約
百
万
冊
。
こ
れ
を
検
索
す
る

た
め
の
端
末
機
は
、
中
央
図
哲

館
三
階
の
参
考
室
に
設
置
さ

れ
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
じ
て
職
員
が
操
作

し
て
い
る
。
一
方
、
東
海
大
学

の
学
生
も
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
い

な
が
ら
、
中
央
図
啓
館
の
蔵
密

約
四
十
五
万
冊
が
検
索
で
き
る

133，200円

4，800円
129，990円

4，680円

-年間前納の場合

マ
結
果
お
お
む
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
た

{
同
第
4
号
}

マ
対
象
職
員
課
、
情
報
政
策

課
、
交
流
親
普
諜
に
お
げ
る
平

成
5
年
度
の
予
算
執
行

マ
結
果
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
た{

同
第
5
号
}

マ
対
象
開
発
指
導
課
、
建
築

指
導
課
、
開
発
審
査
部
に
お
け

る
平
成
5
年
度
の
予
算
執
行

マ
結
果
適
正
に
処
理
さ
れ
て

い
た

旭
地
区
を
中
山
U

に

消防署M出張所

さ
れ
た
も
の
。

場
所
は
、
県
道
公
所
大
磯
線

沿
い
の
か
ま
く
ら
橋
交
差
点
の

北
側
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

よ
う
に
な
っ
た
。
ご
利
用
を
。

マ
問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
古

館

(
電
話
出
|

O
四
一
五
)

先
月
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
監
査
委
員
小
宮
鹿
司

氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
暗
治

氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

{監
査
公
表
第
3
号
}

マ
対
象
児
童
福
祉
課
、
保
険

年
金
謀
、
健
康
課
に
お
け
る
平

成
5
年
度
の
予
算
執
行

監
査
の
結
果

造
り
二
階
建
て
、
敷
地
面
積
は

一
O
七
七
平
方
針
。
一
階
に
は

車
庫
、
救
急
仮
眠
室
、
二
階
に

は
仮
眠
室
、
食
堂
、
会
議
室
な

旭出張所の 新設に伴い、救急車の

配備は 5施 設(消防本署、海岸・金

目・神田・旭出張所) となった。

ど
が
あ
る
ほ
か
、
訓
練
塔
や
防

災
無
線
広
告
塔
も
設
置
し
て
あ

る。
な
お
、
火
災
や
救
急
に
備
え

る
署
員
は
総
勢
二
十
四
人
で
、

消
防
ポ
ン
プ
車
、
救
急
車
、
災

害
対
策
車
、
屈
折
は
し
ご
車
各

一
台
を
配
備
し
て
い
る
な
ど
、

将
来
、
消
防
署
に
格
上
げ
で
き

る
機
能
を
備
え
て
い
る
の
が
大

き
な
特
徴
。

今
後
、
こ
の
地
区
か
ら
の
川

悉
の
火
災
通
報
と
救
急
市
の
要

請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
消
防
本

部
司
令
室
か
ら
消
防
署
旭
出
張

所
に
連
絡
さ
れ
、
出
動
す
る
こ

と
に
な
る
。

会
問
い
合
わ
せ
先
消
防
本
部

庶
務
課
管
理
係
(
内
総
三
八
八
)

市
民
相
談
室

(市
役
所
)
お
l
一
一
一
一

・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

4
月
四
日

(火
)
、
5
月
刊

日
(
火
)
U時
t
M時

。
一
般
法
律
相
談

毎
週
水
曜
日
日
時
日
目
時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
定
相
談

5
月
日
日

(
金
)
日
時
1
日
時

。
住
宅
相
麟

4
月
間
H

(火
)
日
時
i
M時

。
発
明
考
案
特
許
相
談
5月
9
日
(
月
)
刊
時
1
日
時

。
下
請
取
引
相
談

4
月
幻
日

(木
)
日
時
却
分
1
M時

。
定
例
年
金
相
談
5
月
ロ
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
殺
毎
迎
金
昭
日
9
時
i
M
時

。
一
般
市
民
相
談

毎

週
月
1
金
昭
円
9
時
1
同
時

青
少
年
相
談
室

(市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

。
青
少
年
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
M時
泊
分

(土
曜

日
は
日
時

s
m時
却
分
)

。
悩
み
ご
と
は

砂ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。
お
ー
七
八
三
O

毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
1
日
時
却
分
(
土
隔

日
は
日
時

'hm時
却
分
)

宮市福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(
法
律
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)相
談

5
月
ロ
臼
(
木
)

日
時
却
分

t
日
時
泊
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
8
時
加
分
3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
訟
毎
週
月
5
金
昭
日
8
時
加
分
3
げ
時

。
結
婚
相
談

毎

週

刊

雌

臼

叩

時
1
日
時
(
第
3
M
昭

u

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎
週
月

t
金
曜
日
9
時
3
M時

♀
家
庭
児
童
相
談

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
M
時

。
婦
人
相
談

5
月
ロ
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
鍛
相
談
毎
迎
月
3
金
昭
日
9
時
四
分
1
日
時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇
善
小
学
校
北
側
)

お
l
六
O
一二

毎
週
月
5
金
曜
日
9
時
1
口
時

(
電
話
に

よ
る
相
談
は
毎
週
月
1
土
印
刷
白
9
時
5
口

時
)

度

挑

腕

防

防

防

脱

税

腕

脱

税

脱

税

1

・

1

0

2

1

1

1

6

3

5

2

9

4

1

 

、.J
c
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円

成

町

間

平

朋

開

閉

朋

m
m
m
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開

閉

開

閉

切

開

閉

別

問

問

朋

m
m
m
m
m
開

閉

『
凡

3

0

0

2

0

8
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1

0

9

7

0

n
U

8

1

5
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4

6

2

4
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6

2

3

0

C

4

0

0

9

8

6

7

5

0

5

5

0
巾

n
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8

9

2

1
ヴ

4

6

4

9

9

5

1

0

1

0

0

0

9

3

5

9

0

7

4

E

'

2

4

8

1

4

8

0

8

2

3
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h
u
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餓
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m
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7
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-

A

，

唱

E
A

算

算

資

質

世

百

貨

資

質

貨

資

資

政

金

政

府

町

業

川
-川

出

歳

歳

産

汁

村

会

務

生

生

働

，

、

エ

木

防

行

位

備

鋲

討

小

支

品又↓

サ
市税

地方版与税

自動車取得税交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県 支出金

繰 入金

繰越金

諸収入

市位

その他

平成 6年度の主な事業

生活 ・福祉環境づくり
予 防接組関係経費 1億 0，482万円

休日・夜間救急医療関係経費 2億 4，977万円

老 人保健事業関係 経費 3億 6，577万円

老 人医療助成経費 2億 5，377万円

総合公園管理運営 経費ほか 8億 8，322万円

生 活保 髄 法に 基づく扶助費 14倍、4，000万円

仮 称南部福祉会館 等複合施設新築事 12偲 2，018万円

業(6-7年 度継続qJ業)

遠藤原一般廃棄物最終処分場第 2期

整備事業 (6-8年度継続事業)

火 葬場盤的事業

産業 ・経済環境づくり
宝 町商底街整備事 業

民 業環 境総 合整 備事業

県費補助小規模土地改良事業

漁港整備事業・利 用調墜事業

勤 労者金融対策事 業

高 度情報化推進関 係経針

教育 ・文化環境づくり
金目小学校校舎新改築'l~業

各 小学校コンビュ ータ教室整備事業

生徒用教育パソコ ン導入関係経費

給食共同調理場運 営経世

中央図岱館運営経費

仮称、大野地域子どもの家量産備事業

平塚市文化振興基金都立金

市民センター運営 経伐

美術 館管 理関係経質

都市環境づくり
仮称日向岡トンネ ル第 l期盤 備 事 業

(5-8年度継続事業)

挟あい道路強備事業

市迫維持作理経費

湘南平ビューランドプラン21経費

公共下水道獲備事業

相模川馬入地区環境整備事業



第 525号

容
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

市
民
の
み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ

て
い
る
緑
化
ま
つ
り
が
総
合
公

園
で
聞
か
れ
る
。

恒
例
の
植
木
市
、
花
と
緑
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
開
催
期
間
中
毎

日
行
わ
れ
る
ほ
か
、
四
月
二
十

九
日
の
み
ど
り
の
自
に
は
、
歌

手
、
女
優
と
し
て
活
路
し
て
い

る
賞
品
サ
リ
オ
さ
ん
を
フ
ラ
ワ

ー
ク
イ
ー
ン
に
迎
え
て
、
ソ
ー

ラ
ー
ヵ
ー
な
ど
が
園
路
を
行
進

す
る
。

こ
の
よ
う
な
パ
レ
ー
ド

な
ど
が
あ
り
、
多
彩
な
催
し
物

が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

新
緑
が
美
し
く
、
ツ
ツ
ジ
の

花
満
開
の
総
合
公
園
へ
ご
家
族

お
揃
い
で
お
出
掛
け
を
。

マ
期
間

4
月
幻
日
(
水
)

i
m日
(
祝
)

す野外ステージ催し物

@4月27日(水)
11 : OO~ メルヘン風船ショー

13 : OO~ 笈摺のつどい

14 : OO~ メルヘン風船ショー

15: OO~ 大正琴コンサート

@4月28日(木)
10 : 30~ 園芸緑化教室

13 : OO~ フラワーマジツクショー
14 : 30~ 民間花舞台

@4月29日(祝)
10 : OO~ 吹奏楽コンサー ト

11 : OO~ 美少女戦士セーラームーン

14 : OO~ フラワークイーンオンステージ

出演 ・1迂島サリ オ

特別ゲスト ・ベルマーレ平塚

炎少女戦士セーラームーン

料

期

日

教

蜘

恥

仔

ハ

寺

1

(

)

日

第

料

期

2

覚

(

数

1

月

間

料

手

第

5

F

険

抵

(

小
学
四
年
生
か
ら
中
学
生
ま

の

保
従
料

日

で
を
対
象
と
し
た
陸
上
競
技
選

期

等

金
尿
用

終

手
権
大
会
が
聞
か
れ
る
。

湘

一…

酔
札
制

服

…

マ
期
日

5
月
日
臼
(
日
)

け

対

国
消
住

納

4

0
・

・
・

0

マ
会
場
平
塚
競
技
場

マ
競
技
種
目

・
中
学
男
子
百

M
、
四
百
討
、
四
百
計

υレ
l
、
走
り
幅
跳

市

、

野

菜

市

、

フ

ラ

ワ

ー

パ

レ

八

百

計

、

三

千

M
、
八
百
計
リ
ぴ
、
走
り
高
跳
び

ー
ド
(
却
日
午
後
1
時

日

分

レ

1
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
日

・
小
学
女
子
百
討
、
八
百

5
)
、
ミ

-

一

機

関

車

試

乗

会

清

掃

業

務

見

学

会

に

参

加

さ

跳

び

、

砲

丸

投

げ

、

四

百

計

リ

討

、

四

百

M
リ
レ
1
、
走
り
幅

(

羽

田

午

前

叩

時

《

》

)

、

フ

ワ

れ

る

団

体

を

募

集

す

る

。

レ

l
、
一
千
五
百
討

(1
年
の
跳
び
、
走
り
高
跳
び

フ
ワ
ラ
ン
ド
(
却
日
午
前
日
時

こ

の

見

学

会

は

、

ご

み
施

設

み

)

マ

競

技

方

法

リ

レ

1
以
外
は

t)
、
木
工
教
室
(
却
日
午
前
を
見
学
す
る
中
で
ご
み
に
つ
い

・
中
学
女
子
百
灯
、
二
百
幻
、
学
年
別
に
実
施

日
時
1
)
、

ウ

ォ

l

ク

ラ

リ

ト

て

も

う

一

度

考

え

て

い

た

だ

こ

一

千

五

百

M
、
四
百

M
リ

レ

マ

参

加

料

中
学
生
三
百
円
、

(
ぬ
日
午
前
凶
時
3
)

う
と
、
市
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を

1
、
走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
小
学
生
二
百
円

会
日
本
庭
園
ゾ
l
ン

湘

南

風

使

っ

て

行

っ

て

い

る

も

の

。

希

び

、

砲

丸

投

げ

、

四

百

計

リ

レ

マ

申

込

期

限

4
月
幻
自
(
金
)

お
茶
会
(
午
前
日
時
5
、

先

着

望

さ

れ

る

団

体

は

、

環

境

衛

生

l

(

1

年

の

み
)

マ

申

込

先

平

塚

球

場

肉

体

育

三
百
人
)
、
管
弦
の
調
べ
(
午
業
務
課
業
務
係
(
内
線
五
三

・
小
学
男
子
百
討
、
八
百
計
、
課
(
電
話
訂
|
=
一

O
六
O
)

課
長
飯
島
明
生
(
同
地
斜
シ
ス
テ
ム
失
公
民
館
主
斡
)
、
大
神
環
続
衛
生

際
長
)
、
体
行
奴
長
よ
原
医
造
セ
ン
タ
ー
主
幹
古
市
英
雄
(
建
築

(
背
少
年
課
長
)
、
中
央
回
初
館
長
線
主
幹
)
、
下
水
道
管
理
際
主
勝

星
崎
孝
夫
(
開
発
指
噂
線
長
)
、
予
小
杉
光
雄
(
博
物
館
主
併
)
、
博
物

防
深
長
杉
回
博
、
折
滋
線
長
背
館
主
幹
古
田
利
男
(
福
祉
政
策
課

木

繁

明

主

幹

)

〈
〉
課
長
、
主
幹
級

マ
昇
絡

〈
含
む
昇
格
奥
動
〉

マ
異
動
情
報
管
湿
課
長

露
木
義
市
民
病
院
副
宕
礎
部
長
上
家
美
代

男
(
総
務
課
主
幹
)
、
危
鉱
シ
ス
テ
子
、
市
民
病
院
副
罰
哨
副
部
長
鈴
木

ム
課
長
杉
森
千
昭
(
学
務
線
長
)
、
文
子
、
会
計
課
長
尾
崎
間
見
(
中
央

市
民
線
長
安
蔵
相
刷
伍
(
高
齢
福
祉
公
民
館
館
長
代
趨
)
、
選
準
管
理
後

課
長
)
、

m
H少
年
源
良
柳
田
敏
雄

H
H
会
事
務
局
長
古
川
出
荘
輔
、
教
行

(
建
築
相
陣
主
紛
)
、
原
境
衛
生
管
理
研
究
所
長
小
笈
修
二
、
従
鍔
シ
ス

線
長
官
削
除
正
明
(
東
部
学
校
給
食
テ
ム
諜
主
帥
枠
組
川
勝
也
、
収
納
線

共
同
潟
理
場
長
)
、
建
段
総
務
課
長
主
幹
辻
村
聴
(
用
地
線
課
長
代

深
田
仲
治
(
会
計
課
長
)
、
開
発
審
理
)
、
同
財
産
課
主
幹
富
代
英
男
、

査
課
長
相
原
英
夫
(
下
水
道
管
理
事
業
諜
主
幹
安
池
昭
夫
、
地
域
づ

課
長
)
、
湖
南
丘
陵
整
備
線
長
阿
く
り
際
主
幹
森
閉
ま
昭
、
時
H

少
年

左
英
英

一
(
開
発
探
査
剛
町
長
)
、
都
課
主
幹
小
川
制
定
夫
{
開
発
指
導
深

市
戦
術
課
長
飯
尾
紀
彦
(
企
画
制
限
門
前
代
狸
)
、
文
化
行
政
推
巡
笠

強
制
岬
主
斡
)
、
ラ
イ
ナ
ー
ホ
1
ム
錐
主
幹
飯
尾
良
一
、
初
祉
政
策
際
主

進
室
長
吉
野
正
司
(
道
路
建
設
課
幹
坂
田
征
雄
(職
必
際
課
長
代

主
幹
)
、
下
水
道
管
理
課
長
桐
山
理
)
、
高
齢
福
祉
錬
主
勝
山
梨
昭

一
失
(
湘
…
南
丘
陵
整
備
課
長
)
、
市

三

、

障

省

福

祉

課

主

幹

小

泉

俊

民
病
院
副
宕
護
部
長
菊
地
興
子
、
(
児
童
福
祉
際
線
長
代
理
)
、
児
童

東
部
学
校
給
食
共
同
制
理
場
長
八
福
祉
課
主
幹
安
縦
守
弘
、
児
軍
縮

木
一
実
(
博
物
館
主
幹
)
、
情
報
管
祉
課
主
併
戸
線
和
兇
(
国
体
制
岬
倫

理
銀
主
幹
原
図
凱
光
(州財
産
相
側
主
宰
笥
長
代
現
)
、
児
筑
福
祉
奴
主
幹

併
)
、
島
産
税
主
斡
久
永
稔
(
中
日
明
所
ミ
サ
子
、
児
詑
福
祉
課
主
静

前
叩
時
1
U時
)

草
花
と
苗
木
、

用
土
の
配
布
を

15 : 30~ 

期
間
中
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
脇

の
テ
ン
ト
で
お
配
り
す
る
。

【草
花
、
苗
木
、
用
土
】

午
前

9
時
:
、
幻

・
出
品
臼
は

一
千
人
、

却
臼
は
二
千
人
、
先
哲
順

(
1

人
に
つ
い
て
草
花
2
鉢
、
笛
木

1
本
、
用
土
1
袋
の
い
ず
れ
か
)

広報ひらつか平成6年 4月守 5日(3) 

午
前
9
時

1
午
後
6

マ
時
間

時
{
主
な
催
し
物
}

A
H

園
路
ゾ
l
ン

植
木
市
、
花

市、

み
ど
り
の
相
談
室
、
森
の

め
ぐ
み
市
、
よ
り
ど
り
み
ど
り

リ
)
を
持
参
し
、
直
接
会
場
へ
。

な
お
、
画
用
紙
は
会
場
で
配

布
す
る
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

マ
日
時

5
月
日
臼
(
臼
)
午

前
9
時
却
分

3
午
後
3
時
、
雨

天
の
と
き
は
幻
日
(
日
)

マ
会
場
博
物
館
南
側
D
臼
型

蒸
気
機
関
車
周
辺

マ
対
象

小
学
生
、
幼
稚
園
児
、

保
育
園
児

マ
そ
の
ほ
か
の
催
し
物
ミ
ニ

S
L試
乗
会
、
午
前
叩
時
1
午

後
2
時
叩
分

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育

課
文
化
財
保
笹
係
(
内
線
五
二

八
)

緑の総合公園には花がいっぱい

〈〉
理
事
級

マ
昇
格

理
財
部
長
小
出
茂
、
健

康
福
祉
部
長
今
井
義
明
、
教
育
委

員
会
管
理
部
長
猪
俣
清
吉

〈〉
部
長
級

マ
異
動

環
境
部
長
石
田
信
夫

(
社
会
教
育
部
長
)
、
社
会
教
育
部

長
高
橋
明
(
市
民
部
長
}

マ
昇
格
異
動
市
民
部
長
鈴
木
利

明
(
人
事
労
務
担
当
参
穆
)

。
次

長

参

事
級

マ
異
動

企
画
部
次
長
藤
聞
大
勝

(
総
務
部
参
事
)
、
総
務
部
次
長

杉
山
共
郎
(
税
務
担
当
参
事
)
、
理

財
部
次
長
石
川
博
(
用
地
担
当
参

事
)
、
市
民
部
次
長
鈴
木
卓
(
脅

少
年
鎚
当
参
事
)
、
健
康
福
祉
部
次

長
米
合
一
(
生
涯
学
習
担
当
参

事
)
、
環
境
部
次
長
官
代
隆
義

(
環
綾
部
参
事
)
、
都
市
計
画
部
次

長

加

藤
弘
(
都
市
計
画
部
参

事
)
、
都
市
艶
術
部
次
長
神
賀
修

一
(
湘
筒
丘
陵
盤
備
担
当
多
感
)
、

河
川
下
水
道
部
次
長
上
村
武
災

(水
政
担
当
参
事
)
、
議
会
事
務
局

人
事
発
令

-
幻
自
草
花
(
ペ
チ
ュ
ニ

ア
)
、
苗
木
(
ふ
ょ
う
、
ま

き
)
、
園
芸
用
土

・

初

日

草

花

(

サ

ル

ビ

ア
)
、
苗
木
(
ふ
ょ
う
、
さ
っ

き
)
、
園
芸
用
土

-m臼
草
花
(
マ
リ
l
ゴ
ー

ル
ド
)
、
苗
木
(
つ
つ
じ
、
く

ち
な
し
)
、
園
芸
用
土

【
市
民
の
花
な
で
し
こ
の
苗
と

肥
料
}
午
後
0
時
叩
分
1
、
各

自
先
着
五
百
人

ご
み
施
設
の
見
学
会

4
月
1
日
付

課
長
級
以
上

次
長
平
野
道
成
(
開
会
市
中
務
局
庶

務
際
円
買
)
、
管
理
部
次
長
熊
沢
信

也
(
管
理
部
参
事
)
、
社
会
教
育
部

次
長
川
島
照
一
(
み
ど
り
公
園
担

当
参
事
)
、
税
務
担
当
参
事
石
田

公
昭
(
選
挙
管
理
長
官
民
会
務
務
局

長
)
、
総
務
保
円
白
鳥
海
弘
(
情
報

管
理
課
長
)
、
間
働
福
祉
線
長

山

口
勝
司
(
体
育
課
長
)

マ
白骨絡

〈
含
む
昇
格
m
異
動
〉
ラ
イ

ナ
ー
ホ
l
ム
推
進
担
当
参
事
浦
田

規
義
(
都
市
整
備
課
長
)
、
企
問
調

整
課
長
霞
木
孝
夫
、
工
事
検
資
課

長
深
井
起
四
郎
、
竹
財
課
長
田

中
嫡
夫
{
大
神
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

場
長
}
、
用
地
銀
問
訳
出
肺
野
茂
雄
、

み
な
と
水
産
課
長
野
線
道
夫
、
勝

栄
線
長
秋
山
利
吉
、
女
性
行
政
推

進
室
長
米
合
智
子
、
大
神
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
場
長
持
団
二
郎
、
都

市
計
画
線
長
久
保
寺
勉
、
開
発
指

導
謀
長
笠
田
息
災
(
情
報
特
理
課

主
幹
)
、
巡
路
辺
鮫
課
長
鈴
木
附

夫
、
市
民
病
院
庶
務
課
長

山
田
正

男
、
誠
事
謀
長
大
京
武
夫
、
学
務

O
)
に
お
申
し
込
み
を
。

マ
対
象
団
体
自
治
会
、
サ
ー

ク
ル
仲
間
な
ど
(
参
加
人
数
は

日
人
以
上
)

マ
見
学
施
設
ご
み
集
積
所
、

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
、
資
源

処
理
セ
ン
タ
ー
、
大
神
環
境
衛

生
セ
ン
タ
ー
、
遠
藤
原
一
般
廃

棄
物
最
終
処
分
場
な
ど

マ
実
施
日
火
3
金
曜
日
(
却

日
3
紅
白
を
除
く
)

小
・
中
学
生
の

陸
上
競
技
大
会

外
山
松
子
、
保
険
年
金
課
主
幹
幡
町

尼
至
(
消
防
本
部
庶
務
課
謀
長
代

理
)
、
建
築
指
時
限
主
幹
佐
藤
組

失
、
建
築
際
主
幹
小
林
吉
嗣
(
福

祉
政
策
撚
剛
師
長
代
理
)
、
道
路
総
務

課
主
幹
能
村
和
郎
(
収
納
諜
課
長

代
理
)
、
道
路
建
設
線
主
幹
広
瀬

善
一
郎
、
道
路
建
設
課
主
幹
舘
岡

政
勝
(
道
路
総
務
際
線
長
代
理
)
、

道
路
挫
段
線
主
幹
渡
辺
洋
司
(
道

路
管
卸
一
線
路
長
代
理
)
、
市
民
病
院

医
務
線
主
幹
中
作
圭
子
、
段
銭
安

員
会
主
紛

今
井
口
骨
、
体
育
際
主
幹

柳
下
康
男
(
厳
査
線
課
長
代
理
)
、

国
体
準
備
戸主主
幹

井
上
英
彦
(
環

境
衛
生
業
務
課
課
長
代
理
)
、
博
物

館
主
幹
岡
本
稔
(
広
報
広
聴
課
課

長
代
田
端
)
、
消
防
署
轡
俄
第
2
際
主

斡
落
合
稔
、
金
回
幼
稚
関
長
島

村
和
子
(
城
山
幼
稚
幽
)

マ
採
用

指

導
室
長
岡
町
本
貞
光

。
退
職

3
月
別
口
付
け

源
開
批
部
長
植
原
閉
山
治
、
市
民
病

院
副
病
院
長
伊
従
茂
、
理
財
部
参

事
内
藤
昭
久
、
市
民
部
参
事
原

岡
耕
平
、
社
会
教
育
部
参
事
森
田

健
、
環
綴
術
集
怖
い
理
課
良
佐
藤
利

通
、
下
水
泊
管
即
位
線
主
斡
越
水
例

之

第26回平塚市予ども大会を開催JUーマ-7ソト⑧lILI~~宅暮集

、4

子供たちが家族ぐるみで楽しい

レク リエーションの 1日を過ごす

ことによ り 、 親子の情愛を 深め、

健 全な子供の成長を願っ て聞 くも
号の。

開催日 5月の休日
(地区によって開催日が異なります)

内容 28小学校区で楽しいゲームを

用意

・担当 管少年課(内線 762)

5月29日(日)
午前10時~

〈雨天の場合 6月 5日に延期)

会場総合公園中央大池
。出l苫料 1区 画 (2m x 2 m) 500円
。出I苫規定 ① 1人 1区画 ②飲食物、

生物、リサイクルに関係のないものは販

売できない ③プロは参加できない ④ 

市内在住者のみ

⑨申し込み 環境衛生 業務課(内線

530)ヘ。先者200人

開催日



(4) 

放
置
自
転
車
が
ど
の
よ
う
な

も
の
か
、
駅
周
辺
に
行
っ
て
み

た。

一
番
驚
か
さ
れ
た
の
は
、

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
置
か
れ

た
自
転
車
。

福
祉
会
館
の
中
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
聞
い
て

い
る

「
誘
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
講
座
」
が
あ
る
。
参
加

者
は
ニ
人

一
組
に
な
り
、
一
人

が
ア
イ
マ
ス
ク
を
着
け
視
覚
障

害
者
に
、
も
う
一
人
が
へ
ル
パ

部ヰ
I~っ~

平成6年 4月寸 5日

①
駅
の
周
辺
に
自
転
車
等
が
放
置
さ
れ
る
の
は、

な
ぜ
だ
ろ
う

①
自
転
車
を
放
置
す
る
こ
と
が
よ
く
な
い
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う

①
問
題
の
解
決
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
の
は、

こ
こ
は
ど
こ
の
細
道
じ
ゃ

な
ぜ
だ
ろ
う

そ
れ
で
い
い
」
「
み
ん
な
が
や

っ
て
い
る
か
ら
か
ま
わ
な
い
」

と
い
う
意
識
が
あ
る
以
上
、
単

に
放
置
す
る
場
所
を
広
げ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

た
歩
道
は
通
行
を
妨
げ
、
景
観

を
悪
く
し
て
い
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、
道
を
広
く
す

れ
ば
:
・
。
し
か
し
、
道
を
広
く
し

て
も
、
「
自
分
だ
け
よ
け
れ
ば

迷
惑
ど
こ
ろ
か
危
険

童
話

「と
う
り
ゃ
ん
せ
」
で

は
、
天
神
様
の
参
道
を
β
こ
こ

は
ど
こ
の
細
道
じ

ゃ

天

神

様
の
細
道
じ
ゃ
月
と
歌
っ
て
い

る。
市
内
に
は
国
道
一
号
線
を
は

じ
め、

主
要
道
路
が
東
西
南
北

を
買
い
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

曲
が
り
く
ね
っ
た
道
も
残
っ
て

い
る
。
一
方
、
駅
周
辺
に
目
を

向
け
る
と
、
こ
う
し
た
も
の
と

無
縁
の
細
道
が
見
ら
れ
る
。
放

置
自
転
車
に
よ
っ
て
狭
め
ら
れ

広報ひらつか第 525望号

自
転
車

ー
に
な
っ
て
、
案
内
し
な
が
ら

歩
道
を
歩
く
。
鵠
習
を
受
け
た

ほ
と
ん
ど
の
人
が
何
も
見
え
な

い
こ
と
の
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
。

大
放出一回
一か
ら
処
分
ま
で

放
置
自
転
車
の
撤
去
は
、

「
平
塚
市
自
転
車
の
放
白
防
止

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
い
て

行
わ
れ
て
い
る
。

放
置
禁
止
区
域
内
に
自
転
車

を
放
置
す
る
と
、
轡
山
山
門
シ
l
ル

が
は
ら
れ
、
さ
ら
に
移
動
し
な

い
自
転
車
に
つ
い
て
は
撤
去

し
、
放
置
自
転
車
保
管
場
で
保

管
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

二
か

月
間
保
管
後
、
そ
れ
で
も
引
き

取
り
手
の
な
い
場
合
は
、
リ
サ

イ
ク
ル
自
転
車
と
し
て
再
生
す

る
か
解
体
処
分
し
て
い
る
。

駅
周
辺
で
は
、
視
党
障
害
の

あ
る
方
々
が
、
こ
の
様
な
状
況

の
も
と
で
歩
道
を
歩
い
て
い
る

の
が
現
実
と
な
っ
て
い
る
。

保
管
さ
れ
た
自
転
車
の
中
に

は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
引
き

取
り
に
来
て
も
ら
え
な
い
も
の

が
あ
る
。
そ
の
数
は
毎
月
約
百

台
。
と
れ
は
撤
去
さ
れ
た
自
転

車
の
三
分
の

一
に
あ
た
る
。

道
具
は
人
の
仙
、
か
宿
る

自
転
車
は
歩
く
よ
り
速
く
移
と
な
る
。
自
転
車
に
生
命
を
与

助
で
き
、
手
で
持
つ
よ
り
楽
に
え
て
い
る
の
が
私
た
ち
で
あ
る

荷
物
を
述
べ
、
燃
料
が
い
ら
と
す
る
と
、
放
世
さ
れ
た
自
転

ず
、
大
気
を
汚
さ
ず
、
健
康
に
車
は
、
そ
の
所
有
者
ま
た
は
利

も
役
立
つ
。
た
だ
、

路
地
か
ら

用
者
の
姿
と
も
い
え
そ
う
で
あ

の
飛
び
出
し
ゃ
最
近
目
立
つ
二

る。

人
乗
り
、
そ
し
て
放
位
と
い
う
抗
々
し
い
鎖
に
よ
っ
て
自
由

問
題
を
除
け
ば
、
と
て
も
便
利
を
奪
わ
れ
た
保
管
場
の
自
転

な
道
具

。

車

。

自

力

で

動

く

こ

と

の

で

き

道
具
は
使
う
人
が
あ
っ

て

生

な

い
自
転
車
に
と
っ
て
、
駅
前

命
が
宿
り
、
使
う
に
し
た
が
っ

に
放
置
さ
れ
た
り
拘
束
さ
れ
た

て

「も
の
」
か
ら
使
う
人
と
密
り
す
る
こ
と
は
不
本
意
に
迎
い

接
な
関
係
を
持
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
な
い
。

〈〉
駅
前
は
ま
ち
の
玄
関

3月27日同時刻の錦町自転車駐車場

メ 理
例 l 由自
三者 ジ の転
ば 」 ひ車
、が と の

友あつ放

空売に警
下ま防
親ち止
戚2 のす
のイる

方
、
ま
た
は
仕
事
な
ど
で
平
塚

を
訪
れ
た
方
が
、
駅
か
ら
出
て

来
て

「汚
い
ま
ち
」
と
思
っ

た
ら
、
み
な
さ
ん
は
ど
の
よ

う
に
感
じ
る
だ
ろ
う
か
。

駅
は
ま
ち
の
玄
関
。
そ
の
玄

関
に
立
っ
た
と
き
、
そ
の
ま
ち

の
印
象
が
決
ま
る
こ
と
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
、
住
む
人
の
考

え
方
が
表
れ
る
と
す
る
と
、

「
平
塚
人
」
は
ど
の
よ
う
な
人

に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

撤
去
時
間
が
過
ぎ
た
午
後
、

駅
周
辺
に
行
っ
て
み
る
と
、
無

造
作
に
た
く
さ
ん
の
自
転
車
が

置
か
れ
て
い
る
。

放
置
自
転
車
は
な
ぜ
な
く
な

ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に

は
、
施
設
整
備
以
外
に
、

「自

分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う

意
識
」
「
歩
く
機
会
を
少
な
く

し
て
い
る
」
「
自
転
車
を
大
切

に
し
な
い
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

る
。ま

ち
は
、
み
ん
な
が
協
力
し

て
つ
く
る
も
の
。
こ
れ
は
、
都

市
景
観
の
よ
う
な
視
覚
的
な
も

の
か
ら
、
福
祉
活
動
の
よ
う
な

精
神
的
な
も
の
ま
で
さ
ま
ざ

ま
。
そ
の
中
で
、
自
分
の
自
転

車
を
放
置
し
な
い
こ
と
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
ひ
と
つ
に
も
つ
な

が
っ
て
く
る
。

ぜ
ひ
ご
意
見
を

放
置
自
転
車
は
平
塚
市
ば
か

り
で
な
く
、
全
国
共
通
の
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
四
月
は

通
勤
、
通
学
、
買
い
物
な
ど
に

自
転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増

え
る
時
期
。
た
か
が
自
転
車
の

と
と
で
と
思
わ
ず
、
対
策
方
法

に
つ
い
て
、
ぜ
ひ
と
意
見
を
。

・
連
絡
先
交
通
安
全
課
交
通

安
全
係
(
内
線
二
五
五
)

珂

-a''h

、.，，

烈

沫

制

j

F4、
-
ん

ン
問機ザ一一一

ヤ
b

問
時

キ

儲
家
の
近
く
に
東
海
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
。
大
学

正
門
ま
で
歩
い
て
七
、
八
分

の
距
離
で
あ
る
。
曜
の
木
が

キ
ャ
ン
パ
ス
の
い
た
る
と
こ

そ

σ

ろ
に
誰
え
て
い
る
。
そ
れ
が

い
ず
れ
も
巨
木
で
、
立
派
で

あ
る
。
実
に
美
し
い
。
特
に

キ
ャ
ン
パ
ス
を
南
北
に
通
る

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
両
側

に
聾
え
る
樺
は
実
に
た
く
ま

し
い
。
私
の
よ
く
散
歩
す
る

コ
l
ス
の

一
つ
で
は
あ
る

が
、
と
の
棒
並
木
は
四
季
そ

れ
ぞ
れ
に
英
し
い
聾
で
接
し

て
く
れ
て
い
る
。

私
の
散
歩
は
、
大
体
日
没

前
後
に
す
る
こ
と
が
多
い

が
、
冬
の
自
の
夕
日
に
映
え

る
樺
の
木
の
肌
や
、
轡
の
枝

枝
の
微
妙
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

美
し
さ
は
た
と
え
よ
う
も
な

い
。
ま
た
、
大
学
本
館
前
の

高
台
か
ら
大
学
創
設
者
の
銅

像
と
、
噴
水
の
後
ろ
か
ら
見

る
シ
ン
メ
ト
リ
ー
な
樺
並
木

を

一
望
す
る
眺
め
は
、
四
季

そ
れ
ぞ
れ
に
英
し
い
。

歩
道
の
よ
に
厚
く
重
な
っ

た
落
ち
葉
を
踏
み
、
周
り
の

静
け
さ
を
破
る
カ
サ
カ
サ
と

い
う
晩
秋
の
音。

う
だ
る
よ

う
な
日
差
し
を
遮
っ
て
、
緑

陰
を
作
っ
て
く
れ
る
葉
ず
れ

の
音
と
セ
ミ
の
声。

建
学
祭

で
の
「
樺
能
」
の
宵
に
見

た
幹
周
り
ニ
討
に
及
ぶ
揮
の

大
木
弘
一
時
に
か
か
っ
た
あ
の

満
月
の
美
し
さ
。
ま
た
、
説

火
に
映
え
た
木
肌
の
唯
一
穴
し
さ

な
ど
、
い
つ
の
季
節
に
も
似

合
う
樺
並
木
は
、

私
の
好
き

な
散
歩
道
で
あ
る
。

〈募
集
〉
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

豆記者を募集しています観発風暴力ラー写嚢@事集
子供新聞を作ろう
平成 6年度に発行するこど

も広報 「なでし子Jの豆記者

を募集しています。 脅 ってご

応募ください。

。対象 小学 5 年生~6 年生

。応募先広報広聴課広報担当 (内線

315)へ手紙かお電話で申し込みくだ

さい。

・〒254平塚市浅間町 9- 1 

広報広聴課豆記者係

-締め切り 4月28日(木)

平塚八景をはじめ四季の平塚の

風景や行事など、観光宣伝に役に

立つ作田を募集している。

。サイズ カラーキャビネ以上回ツ切

リまで、及びカラースライド35ミリ

。 応募上の注意

①応 募作品には、応募Z誌を添付する

②入賞作品とその版権は主催者に属する

③ 返却希望者はカ メラ商組合へ申し込み

を

O申 し込み 5月 10日(火)までに、平塚こーム一 一/ー~ー一

市観 光 協 会 事 務 局(〒254 平塚市浅間 二与ーマデマ寸ぐ三7・六
町9-1 商業観光課内)または市内カメ γ.". .，: >:' ... '.. . .:. :.~...:町、

ラ商組合加盟1苫ヘ。



撤
去
5 
回
目
の
自
転

Z車

三い が もいとに外 りいいって絡連に絡て
三てで自る傷ちにこまでとたとし絡来先き
三みき転とんがおこす、もかかてしるがた
Zたた寧つでたかは。驚簡ら、もてよ的自
主い ら がらくつれ保 か単い新いいうい転
Eで、言いるにて管 さにらしらま電て率
三す何葉で自ついと れ 宮 ないなす話あは
きねををす転れるい るわい白い。ゃれ
三」 話 話ね車てだっ とれな転かたはば名
E す す。を、けて とるど率らだが、前
E かこも見段。も が方とを捨、き取や
E 聞 として々日屋 あが、ロて連でり連

i自騒車の
i 引き取りを

=鍵 マ ・ 火マ 王宮学岩・マ五全うを愛 二
、持時・返徒行寺神自)楳の前用長か放

身つ間木 還 歩 き 行 奈 転 に 交 を に の い 月 置
分て :G約 き中車ご通待引自問。自
証く午土.::;.. 5 ま ・ パ保連安 っ き転一 転
明る後曜よ分と広ス管絡会て取車緒 車

E 物 1 日ド い川ま場を係いりがに の
時 る 公 経 と 。二るに、走保

自 3 日 民由いよ 内。来廃り 管
転:i. =- 鐙東経図 線交て棄続 期
率時埠別海由 ニ 通も処け聞
の 週下大松 五安ら分たは

第 525望号

自
転
車
が
か
わ
い
そ
う

ま
と
い
自
転
車
保
管
場

佐
藤
清
さ
ん

広報ひら・コか

放
阻
自
転
車
保
管
場
で
仕
事

を
し
て
い
る
佐
藤
沼
さ
ん
に
、

四
月
五
日
の
午
後
、
お
話
を
伺

っ
た。「

こ
こ
の
保
管
場
に
運
ば
れ

/ 

跳び箱も楽々ジャンプ

平 成6年 4月 15日

か
わ
い
い
も
の
み
つ
け
た

(5) 

輪投げも結構 離しいな

保管期間は2か月

4・4・4・・・・・4・・・4・・・.~・・・・・・・・・4・・・・4・4・..・・.・.・・4・.・4・..・4・.~・・・・..・・・.・・・・・.・・.~・4・.・
;.o:¥一 A・・・~ ~圃圃~ ~ 時

:\1麹 ，、 .... ~、.... ~、 l鰯，@: ・ 会 場 博 物 館 特 別 展示室: V-V- ~~‘....1.ン ，哩~ --- 唱~... -且~~・講師児童文学者国松俊英氏

(~役、戸'広消EZ ‘白，可a・v ; rプラネタリウム・ヘルクレ瑚険町

、:、，事長♂ル ‘ニ， ， 司圃--~勺h ・・・ょ， : <.投影期間 5月14臼(土) ~6 
、， ぬhU(，" -司F てーーノ ~ぞ:み 司・・~ : ~ 月 5日{日)ゐ土;白晦日

一 : _----~~~~~~ ~ .投影時間 11時、 14時;・・4・・.・.・・・・・..・4怜・・4怜・・・・・........: L....:こヱヱニニニニ:竺
月 3目、 4目、 6日 . ・会場 中央館 3階会鵠室

;合青少年会館 . ・定員 市内にお住まい、お勤め、また

〒制浅間町12-41 包括32ー7029 : は通学している方30人〈先治順〉

-テキスト代 500円

[ 1図・・E三司・E33I ~ ・申し込み 中央館視聴覚ライブラリ

;台 ビデオ映 画会 ;合開館時間

火~日曜日 9 時~16時50分
: @ 4月 17日 (臼) 10時、 14時、中央館 : (金曜日のみ、中央図暫館の貸出室と ;会市民アートギャラリー

「かちかち山Jr飢のおんがえし」
参考室は 9 時~18時50分) : 【湘南市民美術展(絵画・陶芸・版画j.

人形劇、 33分 : 
;会休館日 毎週月曜日、月末 :彫塑)J 

@ 4月24日 (日) 10時、 14時、中央館
:命中央図書館 ; ・期間 4月13臼(水) ~19日(火)

「うさぎとかめJr二人のお母さん」
干254浅間町12-41 電 話31ー0415 : 【パンの花・ルナフローラ展(工芸)】

人形劇、 33分
・期間 4月20日(水) ~26日(火)

: @5月 8日 (日) 10時、 14時 中央館 : ~二E・E・-・5・一司ーー-冒ー冒
E泥沼・・・・E山田・・・・E合，::--. : 【井口恭恋個展(絵画)】

「王様の耳はロパの耳J r貧乏神と福の : 園長田・・・~Vj_・・2ド橿
-11..1"'"圃圃圃圃圃_1"1' -.，・. :・期間 4月20日 (水) ~26日 (火)

神」 人形劇、 33分
【園江の絵の会(絵画、工作)J 

@ 5月 15日(日) 10時、 14時中央館 j会春期特別展・鳥類画家小林重三 ; ・期間 4 月 27 日(水) ~ 5 月 3 日{祝)
「チップとデールの大作戦 ・エイリア
ンを探せ」 アニメ、 44分 ; 日本有数の烏頬画家であり、戦前に j 【神奈川新聞湘南総局文化教室発表展

j出版された鳥類図鑑のほとんどに図を : (暫道、ビーズアート、 生花、俳句、

:食映 画 会 ;執筆している小林忠三 氏の業紡を紹 j創作工芸盆栽等〉】

: @ 5月 1日(日)10時、 14時、中央館 ;介。図鑑の原図、デッサン、標本から .期間 5月 4日(休) ~8 日
: rアラジンと不思鵠なランプ」 ァー :のスケッチなど、画家の回を通した野 : 【パッチワーク・キルト展】

-烏の姿を展示する。 ・期間 5月12日(木) ~15日(日)
メ、 63王子

;・期間 5月 1臼(日) ~29日(臼) :会開館時間 9 時30分~16時50分
j会 16ミリ映 写機操作技術講習会 j・会場博物館特別展示室 :-C:l休館日 毎週月嗣臼

j ・日時 5月28日(土) 9 時~16時50 : 【記念講演会・鳥類画家小林重量三】 ;合美術館
分 ;・日時 5 月 29日(日)同時30分~16 : 〒254西八幡1-1-3

.・4砂・・・・...・・・...~・・・....~・・・・・4砂・4砂4・・・4・・・・・・・.......・・......~砂・.....~砂・4砂4・..~・

会開館時間 9 時~16時50分

台休館日 毎週月曜日、月末

台博物館

〒お4浅 間 町12-41

ルネッサンスまつり

恒
例
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
ま
つ
り
が
、

三
月
二

十
六
日
(
土
)
と
二
十
七
日
(
日
)
の
二
日
間

中
心
商
庖
街
で
聞
か
れ
、
た
く
さ
ん
の
民
芸
品

が
街
並
み
を
彩
り
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し
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み
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あ
り
子
供
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も
多
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た
イ
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ト
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し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

螺
'
機

.
上て

守

え

e

抱をんさみずね

E~ :I)週

ハンドベルで、キラキラ昼、

の歌などを練轡する。

・日程 5 月 15A~6 月 12 日の毎週日

曜日、全 5回

・時間 10時~11時30分

・会場青少年会館音楽室

・定員 女子小学生20人〈先着順〉

・申込期限 5月 8臼(日)

ドレミ

会ハンドベル教室

世話33-5111

Eヨ・.5・・E温
食 こども美術教室

紙を切ったり組み立てたりして物を

製作する。

・日程 5 月 14 日~7 月 9 自の原則と

して土暇目、会 7回

・会場 背少年会館災術室

・定員 小学 4年生~中学 3年生20人

〈先着順〉

・材料費 1.000円

-申iみ1羽H艮 5月 7日 (土)

(日)

電話35ー 2111

会英会話入門講座

-日程 5 月 12日~6 月 30日(除く 6

月 9日)の毎週木曜日、全 7回

・時間 19時~21時

・会場青少年会館会合室A

-定員 高校生以上30歳以下の方30人

〈先着順〉

・申込期限

会開館時間

火~土昭日 9 時~21時30分
(日曜日のみ 9 時~17時)

会休館日 毎週月暇目、 4月29日、 5 

(金〉5月 6日
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